
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
（単位：百万円） 

 収益的収支  予算要求額 

前年度比 収入 支出 差引 

単年度 

資金収支 

水道事業 31,338 2.8％ 18,585 18,090 495 ▲456 上水道 

事業 水道用水供給事業 79８ 0.８％ 367 692 ▲325 ▲91 

工業用水道事業 2,486 ▲9.1％ 1,787 1,551 236 34 

下水道事業 50,595 1.5% 23,420 23,766 ▲346 ▲235 
 

（施策目標と重点施策） ○新：新規事業、○拡：拡充事業 
  

  

お客さまが 
安心して 

おいしく飲める 
水道 

安全でおいしい水をお届けできるよう、塩素臭の改善や 
遠賀川の水質改善など、水質の向上に取り組みます。 
・遠賀川の水質改善対策（１５百万円） 

・残留塩素低減化対策（１０百万円） 

  

安全で安心な 
まちを支える 

下水道 

平成21 年、22 年の豪雨災害や東日本大震災等を踏まえ、浸水対策や下水道施設の地震対

策に重点的に取り組み、安全で安心できる災害に強いまちづくりを推進します。 
・浸水対策事業（１,９００百万円） 

○拡下水道の地震対策推進事業（１,３００百万円） 
  

環境未来都市 
を推進する 
上下水道 

 
低炭素社会の実現のため、エネルギー消費や環境負荷の 

少ない事業運営を目指します。 
○拡下水汚泥燃料化事業（１,４００百万円） 
○新小水力発電設備設置事業（６０百万円） 

・太陽光発電設備設置事業（１３０百万円） 
  

世界・地域に 
貢献する 
上下水道 

新たな広域連携を推進するとともに、本市の培ってきた環境技術・運営ノウハウを活かし

国際貢献に寄与します。併せて、ウォータープラザを中核とした海外事業展開のための拠点

づくりを進めます。 

○拡水道事業の広域化（２９百万円）                   

○拡海外事業の展開（１４７百万円）   

いつでも 
安定して 

供給できる 
水道 

 
自然災害や老朽化による漏水事故を未然に防ぐ対策として、引き続いて経年劣化した水道

施設の更新や耐震化を実施するとともに、災害が発生した場合でも安定した給水体制を確保

するため、バックアップ機能の強化にも取り組みます。 
○拡水道の老朽管更新事業（４,７５２百万円） 

○拡水道の地震等対策推進事業（１,２７１百万円） 

【要求の基本的な考え方】 

上下水道局においては、中期経営計画に基づき、大規模漏水事故の未然防止や浸水被害の軽減化等の防災対

策などの積極的な事業展開と健全経営の維持の両立に取り組みます。 

特に、水道事業では、これまで貯めてきた資金の一部を活用して老朽管更新や地震対策の計画を前倒しで実

施し、安定給水の確保に取り組むことにより、市民が安心して暮らせる災害に強いまちづくりを推進します。 

また、広域化や海外事業の戦略的な推進に努めると共に、低炭素社会の実現に向けた対策にも取り組みます。 

上 下 水 道 局 

その他の事務事業の見直し等：上下水道統合に伴う連携強化と見直し、自然エネルギーの活用、省エネルギー対策の実施 


